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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護グループ内研修ついて

【新人・初級者対象】日時：12月14日(水)　17:15～　場所：2階会議室 

テーマ：輸液管理の方法について　講師：秋山Ns

【上級者対象】日時：12月19日（月）　17：15～　場所：2階会議室

テーマ：看護管理　講師：高橋SGM
・第6回院内研修について

日時：12月20日(火)21日(水)17:30～　場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール 

テーマ：｢感染症対策～インフルエンザを中心とした予防と治療薬について～｣

講師：梅内　エミ薬剤師　　　当日の出欠予定の記入を各自で入力すること。
・12月1日(木)より、利用者様のケアアセスメントを実施している。担当利用者様の評価を12月8日（木）までに行い、各部門ごとに保管する。後日、カンファレンスで評価のすり合わせを行う。また、経過録の作成も12月8日までとし、ケアアセスメント表と合わせて作成し、作成し次第報告すること。
・疾患別診療計画書を1月1日付で作成する必要があるが、医師による評価が記入な対象者もいるため早めに取りかかること。
・青陽館エアータオルについて、水受けなど、掃除が不十分な場所がある為、各自しっかりと掃除を行うこと。

＜利用者様情報＞
デイケア

・熊林　卓也　様～外来Nrsより情報提供があり、12月7日より仕事を半日から開始する予定だったが、職場から半日では難しいと言われた為、金曜日にデイケアに来所すると本人より架電があったとのこと。仕事に対する意欲や、今後の取り組み方等、金曜日に来所した際に仕事に関して本人と面談を行っていく。
・庭田　美紀子様～食事をパンのみ持ってくることが増えてきており、スタッフから理由を質問している。テレビや掃除機等の家電製品が欲しく、節約をしていると話しており、食事はきちんと食べているとのこと。以前病状が悪化した際、食事を食べなくなることがあった為、節約し過ぎないようにすることや、チラシを見て具体的な金額を知り、必要に応じて購入する等のアドバイスを伝えている。

デイナイトケア
・古舘　正行　様～昨日青風荘へ帰荘後、ホールをうろうろし、手指振戦が目立っていたとの情報提供がある。本日デイナイトケア来所時には上記様子はなく、落ち着いて過ごしている。

・津嶋　イチ子様～昨日青風荘へ帰荘後、就床前薬を服用した際に寒気を訴えていたが、バイタルサインの異常はなかったとの情報提供がある。本日デイナイトケア来所時には、バイタルサインの異常はなく、不調を訴えることはない。

・鈴木　真知子様～今週の月曜日に勝手に外に出て行こうとすることが頻回に見られていたが、本日は勝手に出ようとすることなく、外出に関する訴えは聞かれていない。

ナイトケア
・村上　元道　様～入浴のみ利用している。スタッフからナイトケアの利用を促すと「今月はいろいろあって来れない。金銭面とか」と話すが、話を進めるうちに「金銭面で苦しくて春まで利用できない」と話している。担当スタッフにも相談をしてほしいことを伝えると「うん。いろいろアドバイスをしてもらっているから大丈夫」と返答。以前見られた呂律の不良さについては、改善している印象を受けるが、来所時に担当スタッフと生活状況や今後の利用について面談を行っていく。

＜外来情報＞　

・繁名　和恵　様～表情のさえなさが見られており、幻聴があると話しているが、左右された行動はないと話している。

・藤村　翔　様　～脈拍が100を超えているが、しつこい訴えは聞かれない。

・本多　富美　様～飲酒しないで過ごせていると話している。今日は風邪薬を希望していない。

・高柳　和子　様～気分が落ち込むことがあるが、デイケアに行けていると話している。

・野月　利章　様～整形外科から処方されている痛み止めを飲まなくていいと言われたと話すが、そのような事実は聞かれていない。

・菅野　勝利　様～64㎏に体重が増えている為、正月の体重増加に注意するよう説明されている。

・淡路　智恵子様～さくら病院が全面禁煙だから、煙草を止めるために病院を移るということや市営住宅に移りたいと話しているが、担当医から止めるよう説明されている。

・平　京子　様　～一昨日から風邪を引いたと話しており、レスプレンとエバスチンが追加処方になっている。

・青木　紀子様～　部屋の話は落ち着いたと話している。今後、妊娠に向け薬の調整を

　東海林康之様　　行っていきたいと希望している。

・番沢　政勝　様～リンゴを毎日食べていると報告している。

・村上　元道　様～ノートを持参し担当医に見せており、恋や宗教の話がかかれている。次回採血予定とし、デパケンを2Tから4Tへ増薬し、不眠時にブロチゾラムが処方されている。

カンファレンスシート（奥山以依子様）

実施日：H28年12月7日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：服部、工藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

検討内容　目標の見直し
	氏名
	奥山以依子様
	性別
	女
	年齢
	66
	生年月日
	　S24年12月29日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係、身体機能の維持・向上。

・作業能力・持続性の維持・向上。

・病識を理解し身体的・精神的に安定する。

・集団生活を継続する。

	本人希望
	集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。

	家族希望
	施設入所継続してほしい。

	入院歴
	計　2　回（最終：55年4月26日～17年4月4日）※当院2回

	通所歴
	　1　回目

· 今回：平成17年4月～現在（週4回/月・火・水・木曜日）

	その他サービス利用
	青風荘入所　平成20年4月3日～現在

	住居：

グループホーム｢青風荘｣　入居中
	家族構成







	利用制度
	障害基礎年金1級　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

重度心身障害者医療費制度　　　自立支援医療費制度

障害福祉サービス　区分4

	備考：特記なし


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフとの振り返りを通して不調に気が付く事ができるようになる。

	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　　　
	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。　　
	②歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	・便秘の訴えはあるが、シンラックを使用しておらず、医師より便秘時にはシンラックを使用するようアドバイスされている。1月、2月に1回使用していると話している。(10滴)。

・睡眠時間は、20分～30分と話している。スタッフが体調確認すると、「超能力があるから元気です」と返答している。時折、1日中テーブルに伏して、眠っていることがある。
・不調に対して、アドバイスにより対応しているが、自身の不調に気付き自分から対応することは無い為、達成度20%とする。
	今後も目標と計画を継続し、便秘の確認をして、続いているようであればシンラックを使用しているかを確認する。対処として、青風荘と情報共有し、担当医へ相談するよう促していく。

	②交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。　　
	・運動プログラムでも大きく体を動かしている。

・周囲が見えていない様子で運動中にテーブルにぶつかりそうになっても気がついていない。　

・運動前には周囲に物がないか確認するように声掛けが必要である。

・下膳や移動時には周囲を見ないで行動するときがある。
・実際にぶつかることはないが、危ない様子が多く、本人の対処は不十分である為、達成度20％とする。
	今後も目標と計画を継続し、事前に声掛けをして、周囲を確認する習慣を身につけていく。

	その他の検討事項

	・10/4　SSTで隣の人に話し掛けて会話をしてみる課題に取り組んでいる。「私は、2020年の6月30日までに超能力ができるのか、普通の人になるのか決まるんです」と何度も話している。スタッフが傾聴した後、担当医へも話すよう伝えると、「先生に話しても･･･」と、話したくない様子見られている。
・11/22、顔をゴシゴシ洗い過ぎて赤くなっており、「超能力でこうなったんです」「神様を思って洗ったらこうなりました」と話している。その為青風荘スタッフが軟膏を塗布している。
	最近、「超能力」に関する発言が多く聞かれている為、短期目標の②-2を“超能力に関する発言が聞かれた場合、現実検討を促していく”とし、治療計画②-2として“現実検討を通じて、病的な世界ではなく現実的な世界での活動を自覚できるようになる。”を追加する。上記目標計画を通じ、現実検討をする機会を増やせるように関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、集団生活（青風荘・デイナイトケア）を継続する。
	①不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフに声を掛けられて、不調に気が付くことができるようになる。
	①スタッフから聞かれた事に返答できるようになる。



	
	②周囲に配慮が出来るようになる。　
	②-1)　　

交流関係を円滑にし、人にぶつかった時は謝れるようになる。


	②-1)歩行する際には周囲を見て人や物にぶつからないように注意する。集団行動の際には、スタッフが事前に声かけをして事故を未然に防ぐ。

	
	
	②-2)　

超能力に関する発言が聞かれた場合、現実検討を促していく。
	②-2)　

現実検討を通じて、病的な世界ではなく現実的な世界での活動を自覚できるようになる。


保護者・彰二様





裕子様








